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2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 ▲ 21.4 ▲ 26.4 ▲ 12.5 ▲ 6.9 ▲ 10.8 ▲ 4.4 ▲ 2.3 5.3 ▲ 11.1 ▲ 10.6 ▲ 2.6 8.0 ▲ 7.7 ▲ 5.1

中規模 ▲ 2.3 ▲ 16.7 ▲ 6.9 ▲ 7.4 10.5 3.6 11.1 10.0 ▲ 4.0 ▲ 24.2 ▲ 14.3 9.9 ▲ 7.1 17.1

小規模 ▲ 19.1 ▲ 35.0 ▲ 21.0 ▲ 5.6 ▲ 33.3 ▲ 17.6 ▲ 23.6 0.0 ▲ 20.0 11.1 27.3 16.2 ▲ 9.1 ▲ 20.2

製造業 10.0 33.3 28.6 26.6 15.5 0.0 ▲ 8.4 ▲ 14.3 ▲ 50.0 ▲ 23.1 ▲ 27.3 ▲ 4.2 ▲ 45.5 ▲ 22.4

建設業 ▲ 22.2 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 11.1 ▲ 60.0 16.7 ▲ 25.0 0.0 ▲ 7.7 0.0 42.9 42.9 14.3 14.3

卸売業 0.0 ▲ 50.0 0.0 ▲ 44.4 ▲ 10.0 ▲ 10.0 10.0 37.5 0.0 ▲ 33.3 12.5 45.8 37.5 70.8

小売業 ▲ 75.0 ▲ 71.4 ▲ 75.0 ▲ 20.0 ▲ 14.3 ▲ 60.0 ▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 16.6 ▲ 28.6 ▲ 12.0 ▲ 28.6 ▲ 12.0

サービス業 ▲ 25.0 ▲ 57.2 ▲ 44.4 ▲ 14.3 ▲ 50.0 11.1 22.2 40.0 44.4 20.0 0.0 ▲ 20.0 0.0 ▲ 20.0

2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 ▲ 11.9 ▲ 23.7 ▲ 2.1 ▲ 11.1 5.4 20.0 ▲ 4.5 13.2 ▲ 4.4 ▲ 2.1 ▲ 2.6 ▲ 0.5 ▲ 5.1 ▲ 2.5

製造業 20.0 41.7 35.8 26.6 15.5 6.7 ▲ 8.4 0.0 ▲ 40.0 ▲ 15.4 ▲ 27.3 ▲ 11.9 ▲ 36.4 ▲ 9.1

建設業 ▲ 22.2 ▲ 33.4 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 60.0 16.7 ▲ 25.0 28.6 0.0 0.0 28.6 28.6 42.9 14.3

卸売業 42.9 ▲ 50.0 8.3 ▲ 44.4 40.0 40.0 30.0 12.5 ▲ 14.3 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 1.4 12.5 25.0

小売業 ▲ 75.0 ▲ 85.7 ▲ 25.0 ▲ 20.0 0.0 0.0 ▲ 40.0 0.0 ▲ 50.0 0.0 14.3 14.3 ▲ 28.6 ▲ 42.9

サービス業 ▲ 25.0 ▲ 42.9 ▲ 55.5 ▲ 42.9 ▲ 50.0 33.3 0.0 40.0 66.7 20.0 0.0 ▲ 20.0 0.0 0.0

2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 42.8 50.0 66.6 71.1 86.5 84.4 90.9 89.4 73.4 68.1 76.9 8.8 59.0 ▲ 17.9

製造業 70.0 58.3 85.7 80.0 100.0 86.6 100.0 85.7 90.0 84.6 63.6 ▲ 21.0 45.5 ▲ 18.1

建設業 44.4 33.4 55.5 66.6 80.0 50.0 62.5 85.7 76.9 55.6 71.4 15.8 57.1 ▲ 14.3

卸売業 57.1 83.3 58.3 77.7 90.0 90.0 100.0 100.0 71.4 55.6 87.5 31.9 62.5 ▲ 25.0

小売業 ▲ 12.5 0.0 50.0 40.0 71.4 100.0 100.0 100.0 33.4 66.7 85.7 19.0 57.1 ▲ 28.6

サービス業 50.0 71.4 66.6 71.4 50.0 88.8 88.8 80.0 77.8 70.0 83.3 13.3 83.3 0.0

１．.業況判断ＤＩ（「好転」－「悪化」　前年同期比）

２．売上額ＤＩ（「増加」－「減少」　前年同期比）

３．仕入単価ＤＩ（「上昇」－「低下」　前年同期比）

下松商工会議所 市内中小企業景況感調査結果（２０２３年１０月－１２月期）

（１）調査時点 ２０２４年１月

（２）調査対象 ５業種（製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業）１００社

（３）有効回答企業数社 １００件

（４）有効回答率 ３９％

【１．業種別景況調査結果】

下松商工会議所

・前年同期比較

・ＤＩ…[第１選択肢の回答者数構成百分比]－[第３選択肢の回答者数構成百分比]

・季節調整は行っ ていない
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2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 ▲ 40.5 ▲ 28.9 ▲ 29.1 ▲ 28.9 ▲ 37.8 ▲ 24.4 ▲ 22.8 ▲ 23.7 ▲ 35.5 ▲ 27.7 ▲ 25.6 2.1 ▲ 25.6 0.0

製造業 ▲ 20.0 25.0 ▲ 7.2 ▲ 6.6 ▲ 30.8 ▲ 13.3 ▲ 33.3 ▲ 35.8 ▲ 60.0 ▲ 30.8 ▲ 54.5 ▲ 23.7 ▲ 63.6 ▲ 9.1

建設業 ▲ 33.3 ▲ 50.0 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ▲ 37.5 ▲ 14.3 ▲ 30.8 ▲ 11.1 14.3 25.4 14.3 0.0

卸売業 ▲ 28.6 ▲ 66.6 ▲ 41.7 ▲ 44.4 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 12.5 ▲ 42.9 ▲ 44.4 ▲ 25.0 19.4 12.5 37.5

小売業 ▲ 75.0 ▲ 85.7 ▲ 75.0 ▲ 60.0 ▲ 42.9 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 28.6 21.4 ▲ 28.6 0.0

サービス業 ▲ 50.0 ▲ 14.3 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ▲ 60.0 0.0 ▲ 10.0 ▲ 16.7 ▲ 6.7 ▲ 16.7 0.0

2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 4.8 ▲ 5.3 4.1 11.1 5.4 ▲ 15.6 0.0 ▲ 5.3 ▲ 17.8 ▲ 8.5 ▲ 15.4 ▲ 6.9 ▲ 2.6 12.8

製造業 0.0 16.7 14.3 20.0 46.2 0.0 0.0 7.1 ▲ 30.0 ▲ 7.7 ▲ 36.4 ▲ 28.7 0.0 36.4

建設業 22.2 ▲ 16.7 11.1 22.2 ▲ 20.0 0.0 ▲ 12.5 ▲ 28.5 7.7 ▲ 22.2 0.0 22.2 0.0 0.0

卸売業 14.2 0.0 0.0 ▲ 11.1 ▲ 20.0 ▲ 20.0 0.0 ▲ 25.0 ▲ 42.8 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 1.4 0.0 12.5

小売業 0.0 ▲ 28.5 0.0 0.0 ▲ 14.3 ▲ 20.0 ▲ 20.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 14.3 ▲ 14.3 28.6 42.9

サービス業 ▲ 12.5 ▲ 14.2 ▲ 11.1 ▲ 14.2 0.0 ▲ 44.4 22.2 20.0 ▲ 33.3 0.0 0.0 0.0 ▲ 16.7 ▲ 16.7

2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 ▲ 19.1 ▲ 7.9 ▲ 8.3 ▲ 11.1 ▲ 24.3 ▲ 11.1 ▲ 15.9 ▲ 21.0 ▲ 2.3 ▲ 4.3 ▲ 5.1 ▲ 0.8 ▲ 7.7 ▲ 2.6

製造業 ▲ 10.0 16.6 7.2 6.7 0.0 0.0 0.0 ▲ 14.3 0.0 ▲ 7.7 ▲ 18.2 ▲ 10.5 ▲ 18.2 0.0

建設業 ▲ 11.1 0.0 0.0 ▲ 11.1 ▲ 60.0 0.0 ▲ 25.0 ▲ 28.5 0.0 22.2 14.3 ▲ 7.9 0.0 ▲ 14.3

卸売業 0.0 0.0 ▲ 8.3 ▲ 33.3 ▲ 30.0 ▲ 20.0 0.0 ▲ 25.0 0.0 ▲ 22.2 ▲ 12.5 9.7 ▲ 12.5 0.0

小売業 ▲ 37.5 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 20.0 ▲ 42.9 0.0 ▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 16.7 ▲ 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

サービス業 ▲ 37.5 ▲ 28.5 ▲ 22.2 ▲ 14.2 0.0 ▲ 33.3 ▲ 44.4 ▲ 20.0 0.0 10.0 0.0 ▲ 10.0 0.0 0.0

2021年4月-6月 2021年7月-9月 2021年10月-12月 2022年1月-3月 2022年4月-6月 2022年7月-9月 2022年10月-12月 2023年1月-3月 2023年4月-6月 2023年7月-9月 2023年10月-12月 前期差 2024年1月-3月見通し 今期との差

全産業 30.9 31.5 37.5 35.5 29.7 24.4 38.6 31.5 28.9 42.6 33.3 ▲ 9.3 25.6 ▲ 7.7

製造業 30.0 41.6 42.8 53.3 38.5 26.6 66.6 35.7 30.0 76.9 36.4 ▲ 40.5 45.5 9.1

建設業 44.4 33.3 44.4 44.4 40.0 66.6 25.0 42.8 23.1 11.1 14.3 3.2 1.0 ▲ 13.3

卸売業 42.8 50.0 41.6 22.2 10.0 0.0 30.0 12.5 42.9 44.4 37.5 ▲ 6.9 12.5 ▲ 25.0

小売業 12.5 16.6 25.0 0.0 0.0 20.0 0.0 50.0 33.3 33.3 42.9 9.6 28.6 ▲ 14.3

サービス業 25.0 14.2 22.2 28.5 100.0 22.2 44.4 20.0 22.2 30.0 33.3 3.3 33.3 0.0

４．採算ＤＩ（「好転」－「悪化」　前年同期比）

５．従業員ＤＩ（「増加」－「減少」　前年同期比）

６．資金繰りＤＩ（「好転」－「悪化」　前年同期比）

【２．業種別設備投資動向】

（設備投資実施企業割合％ （実施企業／回答企業×100））
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１位（％） ２位（％） ３位（％）

従業員の確保難 原価の高騰 その他経費の増加

21.2% 18.2% 熟練技術者の確保難

需要の停滞

12.1%

原価の高騰 ニーズの変化への対応 大企業の進出による競争の激化

従業員の確保難 原材料の不足 人件費の増加

25.0% 熟練技術者の確保難 その他経費の増加

10.0% 事業資金の借入

5.0%

原価の高騰 ニーズの変化への対応 従業員の確保難

16.7% その他経費の増加 熟練技術者の確保難

需要の停滞 8.3%

12.5%

原価の高騰 ニーズの変化への対応 設備の老朽化

22.7% 従業員の確保難 13.6%

18.2%

人件費の増加 ニーズの変化への対応 設備の老朽化

従業員の確保難 原価の高騰 12.5%

25.0% 18.8%

卸売業

今期直面している経営上の課題（構成比）
備考

建設業

【３．経営上の課題】

サービス業

小売業

製造業

【４．調査企業からのコメント】

・電子保存法など、不安がある。

・原価の高騰、大阪万博による材料不足。

・客先の長期計画により、コロナ禍ではあまり影響無かったが、ここへ来てコロナ禍の人流低下による影響が出てきている。

また、別の客先につては今後上がってくる予測が大であるが、来期の何時から？どれだけ？が不透明である。今後の更なる、景気回復に期待している。

・ホテル卸や上場企業などは好調で、今後売上増が見込まれます。ただし、小売りにおいては、値上げによる買い控えを肌で感じています。

・転職サイト等により簡単に従業員を引き抜かれる。実際今月2人退職者が出た。

・毎年この時期が一番急がしくなるのは変わっていない。民間工事、公共工事共に発注量は少ない。

・コロナ終息による他県への流出（広島、福岡等都市部）。婚姻組数（ターゲット層）の減少。

・人材不足が一番の問題。

・原価の高騰、人件費（最低賃金）の値上げ等で売上額が増加しても、それぞれにあてると総合的にみると厳しいものがあると思います。

・自動車業界の不安材料が重なり、需要低迷が危惧される。


